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在
日
朝
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人
資
料
叢
書
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本
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料
集
の
刊
行
意
義 �

　
　
　

▼
一
九
四
六
年
か
ら
六
〇
年
ま
で
の
在
日
朝
鮮
人
の
文
学
的
営
み
の
問
題
点
と
作
品
を
知

る
貴
重
な
資
料
。

▼
一
九
五
〇
年
代
の
在
日
朝
鮮
人
の
精
神
史
を
辿
る
上
で
の
基
礎
資
料
。

▼
祖
国
の
朝
鮮
戦
争
と
南
北
分
断
の
状
況
が
在
日
知
識
人
の
文
化
・
文
学
運
動
に
与
え
た

影
響
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

▼
在
日
朝
鮮
人
史
、
日
本
戦
後
史
研
究
に
欠
か
せ
な
い
文
献
。
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在
日
朝
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人
資
料
叢
書
　
在
日
朝
鮮
人
運
動
史
研
究
会
監
修

宋
恵
媛
／
宮
本
正
明
編・宋
恵
媛
解
説

続
在
日
朝
鮮
人

文
学
資
料
集

続
在
日
朝
鮮
人

文
学
資
料
集

宋
恵
媛
／
宮
本
正
明
編
・
宋
恵
媛
解
説

朝
鮮
戦
争
の
勃
発
に
始
ま
る
一
九
五
〇
年
代
の
日
本
社
会
お
よ
び
在
日
朝
鮮
人
社
会
の
大
き
な
う
ね
り
の
中

で
、朝
鮮
青
年
た
ち
は
何
を
思
考
し
、ど
の
よ
う
な
未
来
を
描
い
た
の
か
。
彼
女
や
彼
ら
に
と
っ
て
の
「
日
本
」

と
は
何
だ
っ
た
の
か
。
本
書
か
ら
は
、
日
本
に
根
づ
い
た
、
あ
る
い
は
日
本
を
仮
の
宿
と
し
た
、
当
時
の
朝
鮮

青
年
た
ち
の
思
考
の
軌
跡
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
書
は
叢
書
既
刊
の
9
『
在
日
朝
鮮
女
性
作
品
集
』、
�
『
在
日
朝
鮮
人
文
学
資
料
集
』、
�
『
在
日
朝
鮮
文
学

会
関
係
資
料
』に
続
く
第
四
集
目
の
在
日
朝
鮮
人
文
化
・
文
学
関
連
資
料
で
、一
九
五
〇
年
代
の
作
品
を
収
録
。

補
巻
に
は
在
日
朝
鮮
文
学
会
等
発
行
の
未
収
録
資
料
を
収
め
た
。

全
２
巻
／
補
巻
１

一九
四
六
～
六
〇

一九
四
六
～
六
〇

叢
書
最
終
刊

1
在
日
朝
鮮
人
史
資
料　
在
日
朝
鮮
人
運
動
史
研
究
会
編�

全
２
巻
／
２
４
０
０
０
円

2
在
日
本
朝
鮮
人
商
工
便
覧
　
一
九
五
七
年
版　

在
日
本
朝
鮮
人
商
工
連
合
会
編�

６
０
０
０
円

3
戦
後
初
期
在
日
朝
鮮
人
人
口
調
査
資
料
集　
長
澤
秀
編�

全
２
巻
／
３
６
０
０
０
円

4
在
日
朝
鮮
人
教
育
関
係
資
料　
佐
野
通
夫
編（
品
切
）�

全
３
巻
／
４
６
０
０
０
円

5
朝
鮮
人
強
制
動
員
関
係
資
料　
山
田
昭
次
編（
品
切
）�

全
２
巻
／
２
４
０
０
０
円

6
在
日
朝
鮮
人
留
学
生
資
料　
裵
姈
美
編（
品
切
）�

全
３
巻
／
５
４
０
０
０
円

7
在
日
朝
鮮
人
警
察
関
係
資
料
　
福
井
譲
編�

全
３
巻
／
４
８
０
０
０
円

8
在
日
朝
鮮
人
生
活
保
護
資
料
　
金
耿
昊
編（
品
切
）�

全
２
巻
／
３
６
０
０
０
円

9
在
日
朝
鮮
女
性
作
品
集
　
宋
恵
媛
編（
品
切
）�

全
２
巻
／
３
２
０
０
０
円

�
関
東
大
震
災
朝
鮮
人
虐
殺
裁
判
資
料　
山
田
昭
次
編�

全
２
巻
／
３
６
０
０
０
円

�
資
料
メ
デ
ィ
ア
の
中
の
在
日
朝
鮮
人　
外
村
大
・
韓
載
香
・
羅
京
洙
編�

１
８
０
０
０
円

�
神
奈
川
朝
鮮
学
校
資
料　
大
石
忠
雄
編�

全
２
巻
／
３
６
０
０
０
円

�
朝
鮮
人
強
制
動
員
韓
国
調
査
報
告　
龍
田
光
司
編�

全
２
巻
／
３
６
０
０
０
円

�
在
日
朝
鮮
人
文
学
資
料
集
　
一
九
五
四
～
七
〇　

宋
恵
媛
編�

全
３
巻
／
５
６
０
０
０
円

在
日
朝
鮮
人

ハ
ン
セ
ン
病
資
料

�
金
貴
粉
編
／
朝
鮮
人
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の

社
会
的
諸
差
別
と
の
闘
い
を
記
録
。
戦
後
の

日
本
社
会
に
お
け
る
民
族
的
・
人
種
差
別
の

実
態
・
政
策
の
検
証
・
分
析
に
も
不
可
欠
の

資
料
。�

全
３
巻
／
６
０
０
０
０
円

在
日
朝
鮮
文
学
会

関
係
資
料

�
宇
野
田
尚
哉
編
・
宋
恵
媛
解
説
／
一
九
四

五
年
の
「
解
放
」
か
ら
六
〇
年
ま
で
の
在
日

朝
鮮
人
文
学
の
空
白
を
埋
め
る
貴
重
な
資

料
。「
在
日
朝
鮮
文
学
会
」
の
機
関
誌
を
中

心
に
収
録
。�

全
３
巻
／
５
４
０
０
０
円

一
九
四
五
～
六
〇

日
本
朝
鮮
研
究
所

初
期
資
料

�
井
上
學
・
樋
口
雄
一
編
／
戦
後
日
本
の
朝

鮮
研
究
は
ど
の
様
な
形
で
新
た
な
出
発
を

し
、
ど
の
様
な
課
題
を
抱
え
て
い
た
の
か
、

創
設
期
及
び
初
期
の
内
部
資
料
を
収
録
。

�

全
３
巻
／
５
４
０
０
０
円

一
九
六
一
～
六
九

『
セ
新

　朝

　鮮

チ
ョ
ソ
ン
』

地
方
版

�
鄭
栄
桓
編
／
朝
鮮
戦
争
中
に
在
日
朝
鮮
人

が
結
成
し
た
非
公
然
組
織
「
祖
国
防
衛
委
員

会
」機
関
誌
。入
手
困
難
な
西
日
本
、九
州
、東

京
等
発
行
の
地
方
版
他
、
全
国
版
欠
号
分
も

収
録
。�

Ａ
４
判
／
全
２
巻
／
４
６
０
０
０
円

一
九
五
〇
～
五
五

在
日
朝
鮮
人
国
勢

調
査
資
料

�
木
村
健
二
編
・
解
説
／
一
九
四
〇
年
に
日

本「
内
地
」に
居
住
す
る
朝
鮮
人
を
含
む
第
五

回
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
本
調
査
は
産

業
別
・
職
業
別
・
年
齢
別
の
戦
前
唯
一
の
在

日
朝
鮮
人
調
査
。�

全
２
巻
／
３
８
０
０
０
円

一
九
四
〇

■
体
裁　

全
２
巻
／
補
巻
１
・
Ａ
５
判
・
総
二
〇
〇
〇
頁
・
上
製
ク
ロ
ス
装
・
ケ
ー
ス
入
り

■
定
価　

本
体
６
０
、０
０
０
円
＋
税　

ISBN
978

―4

―89774

―199

―6

［
分
売
不
可
］

■
刊
行　

令
和
２
年
11
月
刊

◆
在
日
朝
鮮
人
資
料
叢
書
最
終
刊

本
資
料
叢
書
は
、
今
回
の
第
20
集
を
最
終
配
本
と
し
て
、
完
結
致
し
ま
し
た
。

永
い
間
、
本
叢
書
を
ご
愛
顧
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

尚
、
品
切
れ
・
在
庫
僅
少
の
書
籍
が
増
え
て
い
ま
す
。
欠
集
の
巻
に
つ
き
ま
し
て
は
、

早
め
に
、
補
充
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
、
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。
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▼
刊
行
の
辞

本
書
は
、
在
日
朝
鮮
人
発
行
の
文
化
・
文
学
関
連
の
同
人
誌
、
サ
ー
ク
ル
誌
、
機
関
誌
等

を
収
録
し
た
資
料
集
で
あ
る
。
第
Ⅰ
部（
１
・
２
巻
）は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
占
領
期
の
日

本
で
発
行
さ
れ
た
雑
誌
、
在
日
キ
リ
ス
ト
教
団
体
の
機
関
誌
、
一
九
五
〇
年
代
に
在
日
青
年

が
発
行
し
た
雑
誌
等
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
Ⅱ
部（
補
巻
）は
、
在
日
朝
鮮
文
学
会
と
、
そ

の
後
継
団
体
の
在
日
本
朝
鮮
文
学
芸
術
家
同
盟
が
発
行
し
た
資
料
の
う
ち
、
こ
れ
ま
で
刊
行

し
た
関
連
資
料
集
か
ら
漏
れ
た
も
の
を
補
っ
た
。

す
で
に
、
緑
蔭
書
房
か
ら
は
『
在
日
朝
鮮
女
性
作
品
集　

一
九
四
五
～
一
九
八
四
』【
叢

書
９
】、『
在
日
朝
鮮
人
文
学
資
料
集　

一
九
五
四
～
一
九
七
〇
』【
叢
書
14
】、『
在
日
朝
鮮

文
学
会
関
係
資
料　

一
九
四
五
～
一
九
六
〇
』【
叢
書
17
】
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
、

こ
れ
ら
に
続
く
第
四
集
目
の
在
日
朝
鮮
人
文
化
、
文
学
関
連
資
料
集
と
な
る
。
各
資
料
集
が

扱
う
時
期
を
大
ま
か
に
み
る
と
、【
叢
書
９
】
は
、
一
九
四
五
年
か
ら
一
九
八
〇
年
代
ま
で

広
く
網
羅
し
て
お
り
、【
叢
書
14
】
は
一
九
四
〇
年
代
後
半
、【
叢
書
17
】
は
一
九
六
〇
年
代

の
資
料
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
本
書
の
第
Ⅰ
部
に
収
め
た
の
は
、
主
と
し
て
一
九
五
〇
年

代
に
発
行
さ
れ
た
資
料
で
あ
る
。
青
年
た
ち
の
作
品
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。
既
刊
資
料

集
と
同
じ
く
、
こ
れ
ら
の
作
品
の
底
流
に
は
冷
戦
下
で
の
脱
植
民
地
化
、
日
本
語
で
書
く
の

か
朝
鮮
語
で
書
く
の
か
、
南
北
朝
鮮
や
日
本
の
文
学
界
と
の
接
続
と
断
絶
、
世
代
間
葛
藤
と

い
っ
た
テ
ー
マ
が
あ
る
。

朝
鮮
戦
争
勃
発
で
始
ま
っ
た
一
九
五
〇
年
代
に
は
、在
日
朝
鮮
人
社
会
内
で
の
南
北
対
立
、

日
本
共
産
党
と
そ
の
周
辺
の
日
本
人
た
ち
と
の
連
帯
と
す
れ
違
い
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共

和
国
と
直
結
し
た
在
日
本
朝
鮮
人
総
聯
合
会
の
結
成
な
ど
が
起
き
た
。
そ
う
し
た
動
き
の
中

で
、
人
の
流
れ
の
停
滞
と
移
動
が
、
入
り
混
じ
り
な
が
ら
進
行
し
て
い
た
。
第
二
次
世
界
大

戦
後
に
再
画
定
さ
れ
た
国
境
が
、
在
日
朝
鮮
人
た
ち
の
日
本
の
外
へ
の
移
動
を
極
め
て
困
難

に
し
て
い
く
と
同
時
に
、密
航
、亡
命
、朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
へ
の
「
帰
国
」
と
い
っ

た
様
々
な
形
で
そ
れ
ら
の
国
境
を
越
え
る
朝
鮮
人
た
ち
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
時
代
条
件
の
中
で
、
朝
鮮
青
年
た
ち
は
何
を
思
考
し
、
ど
の
よ
う
な
未
来
を

描
い
た
の
か
。
彼
女
や
彼
ら
に
と
っ
て
の
「
日
本
」
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。
本
書
か
ら
は
、

日
本
に
根
づ
い
た
、
あ
る
い
は
日
本
を
仮
の
宿
と
し
た
、
当
時
の
朝
鮮
青
年
た
ち
の
思
考
の

軌
跡
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

第
Ⅰ
部　

続
在
日
朝
鮮
人
文
学
資
料　
一
九
四
六
～
六
〇

一　
『
無
窮
花
』
朝
鮮
建
国
促
進
青
年
同
盟
福
知
山
支
部
文
化
部

第
一
号　

一
九
四
六
年
七
月

入
山
雄
夫　
「
社
会　

肇
国
二
千
六
百
年
」

朴
珍
都　
「
日
本
の
朝
鮮
経
済
侵
略
に
つ
い
て
」

二　
『
十
字
架
』
朝
鮮
基
督
教
東
京
教
会
青
年
会

第
七
号
・
第
八
号　

一
九
四
七
年
四
月
・
六
月

「
絶
望
인
가
勝
利
인
가
」（
説
教
）

姜
舜　
「
茶
맛
」「
帰
路
」（
詩
）

「
詩
篇
의
精
神
、
偉
大
한
信
頼
」（
具
明
淑
遺
稿
）

三　
『
新
朝
鮮
』
朝
鮮
文
化
研
究
会
連
合

第
四
号　

一
九
五
二
年
一
〇
月

特
集　
「
総
選
挙
と
在
日
朝
鮮
人
問
題
を
語
る
」（
座
談
会
）

李
相
浩　
「
在
日
朝
鮮
人
問
題
の
本
質
」

四　
『
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
』
在
日
韓
国
カ
ト
リ
ッ
ク
学
生
会

ク
リ
ス
マ
ス
合
併
号
、
第
一
三・
一
四
合
併
号
、
第
一
五
号　

一
九
五
三
年
一
二
月
、
五
四
年
二
月
・　

六
月韓

光
子　
「
乙
女
の
冬
」（
詩
）

金
寿
煥　
「
正
し
い
学
生
運
動
の
在
り
方
」

金
承
浩　
「
新
世
代
と
世
界
観
」

姜
舜　
「
神
の
岸
辺
」（
詩
）

五　
『
白
頭
山
』
白
頭
山
同
人
会　

一
九
五
三
年
四
月

「
新
し
い
民
族
意
識
に
つ
い
て
」（
座
談
会
）

白
東
葉
「
風
を
追
っ
て
」（
小
説
）

六　
『
荒
波
』
福
岡
県
朝
鮮
人
文
芸
同
好
会

第
二
号　

一
九
五
四
年
四
月

金
春
吉　
「
五
羽
の
鶏
」（
詩
）

金
基
昊　
「
獄
中
短
信
」

七　
『
抵
抗
群
』［
発
行
所
記
載
な
し
］
一
九
五
四
年
五
月

李
樹　
「
閉
ざ
さ
れ
た
夜
」（
小
説
）

李
樹　
「
少
女
と
税
務
署
の
リ
ヤ
カ
ー
」（
小
説
）

八　
『
大
同
江
』
大
同
江
文
学
集
団

復
刊
第
二
号　

一
九
五
九
年
五
月

申
甲
洙　
「
た
め
ら
う
こ
と
な
く
祖
国
へ
」（
随
想
）

林
史
植　
「
傍
観
者
」（
小
説
）

九　
『
靑
丘
』
東
海
朝
鮮
文
化
協
会
内
、
青
丘
編
集
委
員
会

第
一
号　

一
九
五
五
年
二
月

金
徳
憲　
「“
春
香
伝
＂
に
つ
い
て
」

朴
秀
鴻　
「
立
秋
」（
小
説
）

九　
『
靑
丘
』（
続
）
東
海
朝
鮮
文
化
協
会
内
、
青
丘
編
集
委
員
会
／
青
丘
文
学
会

第
二
号
～
第
五
号　

一
九
五
五
年
四
月・一
二
月
、
五
六
年
三
月
、
五
七
年
八
月

張
徹　
「
在
日
朝
鮮
人
運
動
の
転
換
の
理
論
的
基
礎
を
何
処
に
お
く
べ
き
か
」

朴
秀
鴻　
「
朝
鮮
の
ポ
プ
ラ
」（
小
説
）

金
樹
嶺　
「
死
神
廃
業
」（
詩
劇
）

卞
宰
沫　
「『
朝
鮮
詩
選
』
を
読
む
」

金
美
子　
「
お
も
い
」（
詩
）

▼
収
録
資
料（
抜
粋
）

第
１
巻

第
２
巻

全
世
峯　
「
戦
う
村
の
人
々
」

一
〇　
『
新
脈
』
新
脈
同
人
会

第
二
号　

一
九
五
五
年
二
月

류
벽（
柳
碧
）　
「
갱
소
년
」（
若
返
り
）（
小
説
）

一
一　
『
창
조（
創
造
）』
創
造
同
人　

一
九
五
五
年
七
月

創
刊
号

안
우
식（
安
宇
植
）　
「
六
월
의 

일
기
」（
六
月
の
日
記
）（
詩
）

량
선
석（
梁
ソ
ン
ソ
ク
）　
「
어
린 

거
지
의 

죽
음
」（
幼
い
物
乞
い
の
死
）（
小
説
）

김
석
두（
金
石
斗
）　�「
유
산
의 

정
리
와 

계
승
에 

관
하
여
―
재
일
본 

문
학
을 

중
심
으
로
―
」 （
遺
産
の

整
理
と
継
承
に
関
し
て
―
在
日
本
文
学
を
中
心
に
―
）

一
二　
『
信
太
山
』
信
太
山
詩
の
会

創
刊
号
・
第
二
号　

一
九
五
五
年
四
月
・
六
月

朴
順
愛　
「
詩
の
方
向
と
理
解
の
た
め
に
」

李
順
子　
「
学
校
に
行
き
た
い
け
ど
」

太
田
馮
川　
「
信
太
山
」
を
読
ん
で

一
三　
『
문
학
창
조（
文
学
創
造
）』
文
学
創
造
同
人
会

第
一
号
・
第
二
号　

一
九
五
八
年
九
月
・
五
九
年
四
月
頃

김
경
일（
金
キ
ョ
ン
イ
ル
）　
「
파
탄
」（
破
綻
）（
小
説
）

리
수
웅（
李
秀
雄
）　
「
아
버
지
와 

아
들
」（
父
と
息
子
）（
小
説
）

윤
광
영（
尹
グ
ァ
ン
ヨ
ン
）　�「
작
가
의 

활
동
과 

주
체
성
―
김 

달
수
저 

〈
조
선
〉
론
쟁
을 

중
심
으
로
」

（
作
家
の
活
動
と
主
体
性
―
金
達
寿
著
『
朝
鮮
』
論
争
を
中
心
に
）

一
四　
『
몰
，결（
ム
ル
キ
ョ
ル
）』
文
学
サ
ー
ク
ル
ム
ル
キ
ョ
ル

創
刊
号　

一
九
六
〇
年
三
月

최
정
호（
崔
ジ
ョ
ン
ホ
）　
「
일
본
을 

떠
나
면
서
」（
日
本
を
去
る
に
あ
た
っ
て
）

리
원
오（
李
ウ
ォ
ノ
）　
「
어
머
니
」（
母
）（
小
説
）

리
원
정（
李
ウ
ォ
ン
ジ
ョ
ン
）　
「
나
오
라 

상
아
탑
을
」（
出
で
よ
象
牙
の
塔
を
）（
詩
）

第
Ⅱ
部　

既
刊
文
学
関
連
資
料

一　
『
조
선
문
예（
朝
鮮
文
芸
）』［
朝
鮮
語
版
］　

朝
鮮
文
藝
社

創
刊
号　

一
九
四
八
年
三
月

金
達
寿　

�「
文
學
者
에
対
하
야
―
第
一
의
告
白
・
그
의 

１
」（
文
学
者
に
つ
い
て
―
第
一
の
告
白
・
そ

の
１
）

姜
舜　
「
洞
蕭
」（
詩
）

金
元
基　
「
불
효
」（
親
不
孝
）（
小
説
）

二　
『
朝
鮮
文
藝
』
朝
鮮
文
藝
社

第
六
号　

一
九
四
八
年
一
一
月

李
殷
直　
「
暴
風
の
前
夜
」（
小
説
）

林
元
俊　
「
年
代
記
」（
小
説
）

三　
『
우
리
문
학（
ウ
リ
文
学
）』
在
日
本
朝
鮮
文
学
会

創
刊
号　

一
九
四
八
年
八
月

李
殷
直　
「
우
리
의
当
面
한 

일
」（
私
た
ち
の
当
面
の
仕
事
）

魚
塘　
「
文
学
의
大
衆
化
問
題
」（
文
学
の
大
衆
化
問
題
）

李
珍
珪　
「
風
景
画
断
片
」（
詩
）

四　
『
文
学
報
』
在
日
本
朝
鮮
文
学
会

第
二
号
・
第
三
号　

一
九
五
三
年
四
月
・
五
月

李
賛
義　
「
在
日
朝
鮮
人
作
家
お
ぼ
え
が
き
」

「
さ
さ
や
か
な
芽
生
え　

サ
ー
ク
ル
誌
」

金
民　
「
朝
の
対
陣
」（
小
説
）

五　
『
봉
화（
烽
火
）』
在
日
本
朝
鮮
文
学
会

創
刊
号　

一
九
四
九
年
六
月

강
순（
姜
舜
）　
「
반
쪽
발
이 

노
래
」（
半
チ
ョ
ッ
パ
リ
の
歌
）（
詩
）

박
원
준（
朴
元
俊
）　�「
素
人
劇
用
脚
本　

군
중（
２
막
３
장
）
」（
素
人
劇
用
脚
本　

群
衆（
２
幕
３
場
））

（
戯
曲
）

남
악（
南
岳
）　
「
청
춘
명
령
」（
青
春
命
令
）（
小
説
）

六　
『
군
중（
群
衆
）』
在
日
本
朝
鮮
文
学
会
編
集
部

第
四
号　

一
九
五
二
年
二
月

Ｈ
．그
리
바-

쳎
，남
시
우 

역（
Ｈ
・
ク
リ
バ
ー
チ
ェ
フ
、
南
時
雨
訳
）　��「
장
편
시 

김
일
성
」（
長
編
詩　

金
日
成
）（
訳
詩
）

허
남
기（
許
南
麒
）　
「
玄
海
灘
」（
詩
劇
）

전
수
영（
全
秀
英
）　�「
文
化
運
動
에 

있
어
서
의 

몇
가
지 

観
点
」（
文
化
運
動
に
お
い
て
の
い
く
つ
か
の

観
点
）

七　
『
문
예
활
동（
文
芸
活
動
）』
在
日
本
朝
鮮
文
学
芸
術
家
同
盟
大
阪

創
刊
号　

一
九
六
〇
年
七
月

홍
윤
표（
洪
允
杓
）　
「
청
동
의 

사
령
관
」（
青
銅
の
司
令
官
）（
詩
）

정
인（
鄭
仁
）「
여
름
은 

또
다
시 

돌
아
온
다
」（
夏
は
再
び
や
っ
て
く
る
）（
詩
）

량
석
일（
梁
石
日
）「
공
간
의 

마
술
⑴
」（
空
間
の
魔
術
⑴
）（
評
論
）

八　
『
문
예
통
신（
文
芸
通
信
）』
在
日
本
朝
鮮
文
学
芸
術
家
同
盟
中
央
常
任
委
員
会

第
五
号
、
第
七
号
、
第
八
号　

一
九
六
四
年
六
月
・
九
月
・
一
一
月

장
철（
張
徹
）　�「
조
국
에 

드
리
는 

환
희
의 

노
래
― 

공
화
국 

창
건 

16 

주
년 

경
축 1964

년
도 

재
일
본 

조
선
인 

중
앙 

예
술 

경
연 

대
회
를 

마
치
고
―
」（
祖
国
に
捧
げ
る
歓
喜
の
歌
―
共
和

国
創
建
16
周
年
慶
祝
１
９
６
４
年
度
在
日
本
朝
鮮
中
央
芸
術
競
演
大
会
を
終
え
て
）（
記

事
）

허
남
기（
許
南
麒
）「
정
치
」（
政
治
）（
詩
）

안
우
식（
安
宇
植
）「
작
가
의 

현
실 

인
식
」（
作
家
の
現
実
認
識
）

九　
『
朝
鮮
文
学
』
朝
鮮
文
学
研
究
会

第
一
巻
第
四
号
～
第
七
号
、
第
二
巻
第
一
号・第
二
号
、
第
三
巻
第
一
号　

一
九
六
九
年
九
月
～
一
二
月
、

七
〇
年
二
月・四
月
・一
〇
月
、
七
一
年
一
月

姜
魏
堂　
「
半
日
本
人
」（
連
載
）

金
在
喆（
鞠
梨
花
訳
）　
「
朝
鮮
演
劇
史
」（
連
載
）

北
載
昶
訳　
「
新
羅
郷
歌　

二
首
」

金
富
軾（
朴
元
俊
訳
）　
「
温
達
伝（
三
国
史
記
・
巻
四
五
）
」

崔
曙
海（
千
石
影
訳
）　
「
故
国
」

朴
元
俊　
「
な
ぜ
日
本
語
で
書
く
か
」

小
林
勝　
「「
懐
か
し
い
」
と
言
っ
て
は
な
ら
ぬ
」

村
松
武
司　
「
黒
い
ゲ
ー
ム
」

平
林
久
枝　
「
や
さ
し
い
話
」

呉
林
俊　
「
異
郷
残
稿
詩
篇
集
成
」

補
巻
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